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◆平成２９年３月改訂の学習指導要領周知について
（１）期間：平成２９年度内に全教員を対象に周知する。
（２）方法：「理論編」・「実践編」を設けることとする。

平成２９年３月改訂 学習指導要領の周知

校長

【開催】４月 【会場】東部・中部・西部

【内容】講義：新学習指導要領改訂のポイント

教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任

新学習指導要領の趣旨を踏まえて先行研究を行ってきた指定
校の公開授業に各学校から担当教員を参加させる。（１名悉皆）
その際、指導主事が公開授業と関連付けて指導・助言を行う。

各小・中学校 教員

研究主任

教諭

全ての教員等に新学習指導要領の周知を図るため、職階に応
じて講義・演習等による周知を行う。また、一つ一つの研修が校
内で共有されるよう、演習をシリーズ化するなどの工夫をする。

各小・中学校 外国語教育担当教員

各小・中学校 道徳教育推進教師

・外国語教育地域拠点校の研究発表会

（理論編） （実践編）

◆平成２０年３月改訂の学習指導要領周知についての課題
（１）期間：全教員を対象にしたため、数年の期間が必要となり、スピード感に欠ける。
（２）方法：参加者に主体性を持たせるため、事前に「言語活動の充実を目指した学習指導案を作成するようにしていたが、学
習指導案だけでは、授業のイメージが持ちにくい。

・「探究的な授業づくり」等の指定校の研究発表会

・道徳科研究指定校の研究発表会

各中学校 数学担当教員

・学力向上総括専門官による訪問校の公開授業研究会

【時期】１１月以降

【内容】オンデマンドで研修（各教科・「特別の教科 道徳」・特別
活動・総合的な学習の時間）

【開催】６月・１１月 【会場】東部・中部・西部

【内容】講義：総則、演習：カリキュラム・マネジメント

【開催】７～８月 【会場】東部・中部（２会場）・西部

【内容】講義：総則、演習：カリキュラム・マネジメント
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○新学習指導要領の趣旨を理解し、自校の特色を生かし
たカリキュラム・マネジメントを推進し、各校のＰＤＣＡサイク
ルの充実を図る。

○校内におけるカリキュラム・マネジメントを推進するリー
ダーが一同に会し、新学習指導要領の趣旨を学ぶとともに、
演習・協議を通して学校教育目標と全教育活動をつなぐ意
義を知り、学校の特色を生かしたカリキュラム・マネジメント
を推進する指導力を高めることで、各校のＰＤＣＡサイクル
の充実を図る。

○新学習指導要領の趣旨を理解し、自校のカリキュラム・
マネジメントを推進する。

６月：研究主任対象

○新学習指導要領の趣旨を理解し、自校のカリキュラム・
マネジメントを推進する。

各学校

８月：教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任対象 各学校

１．講話「新学習指導要領総則」について
※カリキュラム・マネジメントを中心に

２．演習
※教科横断的な視点によるカリキュラム編成

１．講話「新学習指導要領総則」について
※カリキュラム・マネジメントを中心に

２．演習
※各学校で作成したカリキュラム表の点検・改
善（人的・物的資源等の活用）
※ＰＤＣＡを確立させるためのマネジメント・カレ
ンダー作成

１．研究主任による伝達講習

２．教科横断的な視点によるカリキュラム作成
※教育課程連絡協議会への持参物

１．教頭・主幹・指導教諭・教務主任による伝達講習

２．マネジメント・カレンダーを基にした カリキュラム・マ
ネジメントの推進
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新学習指導要領の周知（カリキュラム・マネジメント）

○各教科等の新学習指導要領の趣旨を理解する。 ○新学習指導要領の趣旨を理解し、授業改善を推進する。

１．公開授業に関わる教科等の学習指導要領の周知
２．改訂の趣旨を踏まえた指導・助言

１．参加者による伝達講習

各学校各教科等担当教員対象
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具体的なカリキュラム表の紹介

カリキュラム・マネジメント演習 「教科等をつなぐ」（研究主任対象）
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平成28年12月12日 カリキュラム・マネジメント指導者養成研修 講義「カリキュラム・マネジメント
の基本とその役割 各地域におけるカリキュラム・マネジメントの取組」（田村知子 岐阜大学院教育学
研究科 准教授）配付資料引用



マネジメントの様子が分かる例を紹介

カリキュラム・マネジメント演習 「教科等をつなぐ」（研究主任対象）
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平成28年12月12日 カリキュラム・マネジメント指導者養成研修 講義「カリキュラム・マネジメント
の基本とその役割 各地域におけるカリキュラム・マネジメントの取組」（田村知子 岐阜大学院教育学
研究科 准教授）配付資料引用



演習の流れ
①自己紹介

②カリキュラム表に必要な項目を付箋に書き出す。（１分）

③理由を説明しながら、カリキュラム表の上に付箋を貼る。

④協議の上、必要な項目及び中心とする教科等を決める。

⑤カリキュラム表の中味について協議する。
パターン１：１学期分だけ作成する。
パターン２：自分の専門教科や総合的な学習の時間、道徳、

特別活動等で作成する。
パターン３：グループ内から１校取り上げて作成する。

カリキュラム・マネジメント演習 「教科等をつなぐ」（研究主任対象）
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付箋に書き出した項目等
を説明しながら、外側に
貼っていきましょう

育てたい資質・能力を中心にしたカリキュラム表を作成

ここに、模擬演習で作成した
カリキュラム表を貼る（付箋あり）

カリキュラム・マネジメント演習 「教科等をつなぐ」（研究主任対象）
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体験ＧＴ：公民館
（茶道）Ｎさん （華道）Ｙさん

講話ＧＴ：公民館
Ｈさん Ｋさん Ｙさん
Ｉさん Ｆさん

カリキュラム・マネジメント演習 「人的・物的資源等の活用」（教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任対象）

具体的なカリキュラム表の紹介
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平成28年12月12日 カリキュラム・マネジメント指導者養成研修 講義「カリキュラム・マネジメント
の基本とその役割 各地域におけるカリキュラム・マネジメントの取組」（田村知子 岐阜大学院教育学
研究科 准教授）配付資料引用



Ｃ・Ａ・Ｐ
段階への教
職員の参画

Ｐ
（計画）

Ｃ
（評価）

評価の過程で改善策を立案
次年度の計画の土台とする

他校の実践も参考
（日頃の情報収集）

Ａ
（維持・
改善）

Ｐ

Ａ

Ｃ

Ｄ

学期毎のサイクル
実践交流会

実践の検証と集積

Ｄ
（実施）

評価規準・基準を意識した授業
形成的評価を生かした指導
評価データの蓄積
研究授業による検証
子どもによる評価

Ｐ

Ａ

Ｃ

Ｄ単元の
サイクル

カリキュラム表の作成
評価方法・評価時期の設定
評価データ蓄積の方法の設定

目標と連動
評価の計画

カリキュラムのＰＤＣＡ

カリキュラム・マネジメント演習 「ＰＤＣＡサイクルの確立」（教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任対象）
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平成28年12月12日 カリキュラム・マネジメント指導者養成研修 講義「カリキュラム・マネジメント
の基本とその役割 各地域におけるカリキュラム・マネジメントの取組」（田村知子 岐阜大学院教育学
研究科 准教授）配付資料引用



カリキュラム表
共通理解

４月

評価

８月

１学期
実践交流会
１学期

実践交流会

カリキュラム表の作成と活用のサイクル（例）

１月

評価

１２月

２学期
実践交流会
２学期

実践交流会
実践の成果
の検証と集積
実践の成果
の検証と集積

運用

５月

改善

７月６月

日常的な修正

仮のカリキュラムの
作成と検討

仮のカリキュラムの
作成と検討

運用

９月

改善

１１月１０月

日常的な修正

３月

カリキュラム表
（案）作成

３月

カリキュラム表
（案）作成

カリキュラム
構想

２月

次年度の学校経営計画・
教育課程編成会議

次年度の学校経営計画・
教育課程編成会議

カリキュラム・マネジメント演習 「ＰＤＣＡサイクルの確立」（教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任対象）
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いつ

どのような機会に

何をするのか
誰が

カリキュラム・マネジメント演習 「ＰＤＣＡサイクルの確立」（教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任対象）
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12

演習の流れ
①自分のマスを埋める（それぞれの立場ですべきことを明らかにする）

②校内研修計画と関連付けながら、「いつ」「どこで」「誰が」「何をする
のか」を明らかにする
「いつ」…上記月毎
「どのような機会に」…研究推進委員会・学年主任会・校内研修

各部会・ブロック会・学年会・教科会等
「誰が」…左枠
「何をするのか」…カリマネ勉強会・計画・評価・検証・加除修正等

③グループで作成したものを発表する。
マネジメント・カレンダーの紹介
※参考にしたい点などを書き込みながら聞く。

カリキュラム・マネジメント演習 「ＰＤＣＡサイクルの確立」（教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任対象）
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カリキュラム・マネジメント演習 「ＰＤＣＡサイクルの確立」（教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任対象）

演習で作成した「マネジメント・カレンダー」
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総則に基づくグランドデザイン
（学校経営計画・全体計画 等）

教科等の経営計画・年間指導計画

教科等の単元計画に基づく日々の授業

Ｐ

ＤＣ

Ａ

各教科等をつなぐカリキュラム表各教科等をつなぐカリキュラム表

【Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ】【Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ】

【Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ】 【Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａ】

リフレクション

カリキュラム・マネジメント演習 「ＰＤＣＡサイクルの確立」（教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任対象）

カリキュラム・マネジメント
の全体像
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カリキュラム・マネジメントの周知に係るアンケート調査（公立全小・中学校）
1 本研修会の内容について、校内で共通理解を図る場をどのような形でもちましたか。

① 校内研修等において、配布資料やカリキュラム表を提示して説明や演習を行った。 ①

② 口頭説明のみ行った。 ②

③ 研修資料を回覧、もしくは配布した。 ③

④ まだ、共通理解を図っていない。 ④

⑤ その他 ⑤

◆その他の内容は、以下に記述してください。

2 本研修会で作成したマネジメント・カレンダーは、カリキュラム・マネジメントのＰＤＣＡを機能させる
のに有効でしたか。

① はい ①

② いいえ ②

◆そう考える理由を、以下に記述してください。

3 本研修会の演習をもとにした、カリキュラム表の作成状況を教えてください。

① １学年分作成した ①

② 全学年分作成した ②

③ その他 ③

◆その他の内容は、以下に記述してください。

4 校内研修の内容を生かし、校長の方針の下、組織的にカリキュラム・マネジメントを進めています
か。

① 進んでいる （１）

② おおむね進んでいる （２）

③ あまり進んでいない （３）

④ 進んでいない （４）
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